


























五「酬黎居士淅川作」 「儂家眞箇去、公定隨儂否。 」 『語類』卷一四、 一六六条、卷一五、 一〇〇条などに既出。卷一五、 一〇〇条「窮來窮去、 末後自家眞箇見得此理是善與是惡、 自心甘意肯不去做、此方是意誠。 」
（３） 「明其明德」
　『大學章句』經「大學之道、在明明德、在親民、在






























明徳と明命について質問する。先生がおっしゃる。 「これは、 （ 『中







　『中庸章句』 第一章 「天命之謂性、 率性之謂道、
脩道之謂教。 」










　「くらく塞ぐ」 。周濂溪『通書』 「誠下」 「五常百行、非












又云。天視自我民視、 天聽自我民聽 或問。此若有不同、 如何。曰。

























「この道理は、まだ体得していないときは、とらえどころがない。どのように工夫すればよいか。えぐり出して、少しでも透徹する所 あれば、 （そこを手掛かりに）直ちに急いでそ 跡を追いかけていっ前に走って進みなさい。 」　
またおっしゃる。 「 『詩』に、 「周は舊邦なりと雖も、その命 これ
新たなり」という。文王は、天下の人民に一人として徳を新しくさせないよう ことはなかったのであ 、つま これは天命があらたまったことを言っているのである。 」　
またおっしゃる。 「 （ 『尚書』にいう） 「天視るに我が民より視、天聽












〔注〕（１） 「自人受之、 喚做明德、 自天言之、 喚做明命」
　『尚書』 「太甲」上、
蔡沈集傳「在天爲明命、在人爲明德」 。 「喚」は、呼ぶ、言い表す。現代語「叫」 。
（２） 「鶻鶻突突」
　「鶻突」は、 「糊塗」に同じ。ぼんやりしている様、
頭脳がはっきりせず、 愚かな様。卷一四（四二条、 一二四条など） 、卷一五に既出。卷六、 八四条、周 作録（Ⅰ
114 ） 「曰。敬非別是
一事、常喚醒此心便是。人毎日只鶻鶻突突過了、心都不曾收拾得在裏面。 」卷一四、 四二条「伊川舊日教人先看『大學』 、那時未有解説、 想也看得鶻突。而今看注解、 覺大段分曉了、 只在子細去看。 」呉曾『能改齋漫録』 二「鶻突」 鶻突二字當糊塗。蓋以糊塗之義、取其不分曉也。按、 呂原明家塾記云、 太宗欲相呂正惠公 左右或曰。呂端之爲人糊塗。帝曰 端小事糊塗 大事不糊塗。決意相之 」
（３） 「一似」
　「まるで…のようである」 。既出。卷一五、 七六条「未知








若崩厥角。 」僞孔傳「言民畏紂之虐、危懼不安、若崩摧其角、無所容頭。 」蔡沈集傳「商民畏紂 虐 懍懍若崩摧其頭角然、言人心危懼如此 『語類』卷八三、 一二八条、徐寓録（Ⅵ
2174 ） 「如二








757 ）にも同じ表現が見え、 「又問。 『集注』云、皆與物共者也、






一日克己復禮、天下歸仁焉。爲仁由己、而由人乎哉。顔淵曰。請問其目。子曰。非禮勿視、 非禮勿聽、 非禮勿言、 非禮勿動。 」 『語類』卷一五、 一四一条に既出。
（９） 「苟日新、日日新」
　『大學章句』傳二章「湯之盤銘曰。苟日新、




の意。 面」と同義。 『語類』卷六七、 一六一条、輔廣録（Ⅴ1678 ） 「或言某人近注『易』 。曰。縁『易』是一件無頭面底物、故

























追いかける、 跡をたどる。 「躡迹」 、 「躡踵」などに同じ。
（
１５） 「趲郷前去













大雅文王之篇。言周國雖舊、至於文王、能新其德、以及於民 而始受天命也。 」卷一四、 一一九条に既出。 「明明德、 便要如湯之日新。新民、便要如 周雖舊邦 其命維新。各求止於至善之地而後止也。 」
（
１７） 「天視自我民視、 天聽自我民聽」














曰王者、 民之所歸往也。 」 『語類』卷二三、 五条 董銖録（Ⅱ
533 ） 「蓋
政者、所以正人 不正、豈無所作爲。但人所以歸往、乃以其德耳。故不待作爲而天下 、如衆星之拱北極也。 」
（
２０） 「難看」












注「大、 讀作泰。諟、 古是字。大甲、 商書。顧、 謂常目在之也。諟、猶此也、或曰審也。天之明命、即天之所以與我、而我之所以爲德者也。常目在之 則無時不明矣。 」
（２） 「諟是詳審」
　「諟は審なり」とする訓詁は、朱注にも「諟、…
或曰審也」といっており、古くは、 『玉篇』に「諟、審也 諦也」と見える。 「詳審」の語は既出。卷一四 一五〇条「慮 是思之重復詳審者。 」 『論衡』 「問孔」 「夫賢聖下筆造文、用意詳 。 」
（３） 「顧諟、見得子細」
　『大學』の「顧諟天之明命」は、朱子の注に












　「世話をする」 、 「注意を払う」 、 「管理する」の意。卷
一四、 一五に既出。卷一四、 一八条「大學總説了、又逐段更説許多道理。聖賢怕有些子照管不到、節節覺察將去、到這裏有恁地病、到那裏有恁地病。 」卷一五、 五条「聖人亦是略分箇先後與人知、不是做一件淨盡無餘、方做一件 若如此做、何時得成。又如喜怒上做工夫、固是。然亦須事事照管、 可專於喜怒。 」
（２） 「那本明底物事」
　「あの本来的に明るいもの」 、すなわち明徳。





































須是求仁。所謂求仁者、不放此心。聖人亦只教人求仁。蓋仁義禮智四者、仁足以包之。若是存得仁、自然頭頭做着、不用逐事安排。故曰。苟志於 矣、無惡也。今看『大學』 、亦要識此意、所謂「顧諟天之明命」 「無他、求其放心而已」 。 」卷六では 五常を総括するものとしての「仁」と「放心」との関係について説明する際に『大學』の当該箇所を引用するために、 「今看『大學』 、 亦要識此意」といっており、 文意が通じるが、 本条は、 そもそも『大學』の「顧諟天之明命」を論じており、文意 不自然である。よって、この部分は、卷六の議論が混入した可能性 ある。むしろ、この部分を含まない朝鮮古写本が文意がすっきりしている。
（３） 「無他、求其放心而已」
　『孟子』 「告子」上「學問之道無他、求






































一五、 五二条に既出。 『顔氏家訓』 「序致」 「吾今所以復爲此者、非敢軌物範世也、業以整齊門内、提撕子孫。 」 『祖堂集』卷一〇、玄沙和尚章「志超上座爲衆乞茶去時 問師。伏乞和尚提撕。師云。只是你不可更教我提撕。進曰。乞師直指、志超不是愚癡人 」
（３） 「省察」
　











以仁、而民從之。桀紂帥天下以暴、而民從之。其所令反其所好、而民不從。是故君子有諸己而后求諸人、 無諸己而后非諸人。 」 注 「有善於己、然後可以責人之善。無惡於己、然後可以正人之惡。皆推己以及人、所謂恕也。 」 『孟子』 「盡心」下「浩生不害問曰 樂正子何人也。孟子曰。善人也、信人也 何謂善 何謂信。曰。可欲之謂善、有諸己之謂信、大而化之之謂聖、聖 不可知之之謂神。樂正子、二之中、四之下也。 」
（７） 「昏昏地」
　「昏昏」は、 暗いさま、 ぼうっとしているさま。 『孟子』
「盡心」下「孟子曰。賢者以其昭昭、使人昭昭。今以其昏昏、使人昭昭。 」 「地」は、副詞的修飾語としての助字。この語法は、唐代から用いられるが（ 「暗地」 、 「驀地」など） 、形容詞ＡＡ型重複型式に用いられるものは、宋代からである。詳しくは、太田前掲書三五一～三五三頁。
（８） 「隨事逐物」
　「事や物を追いかける」 。 『語類』卷一一八、 八一条、
沈僩録（Ⅴ
2858 ） 「伯量問。南軒所謂「敬者、 通貫動靜内外而言」 、


















定、 亦是定。如道理都見得徹、 各止其所 亦是定 只此地位已高。 」同条、注（１）を参照。
８条　
顧諟天之明命、古註云常目在之、説得極好。非謂有一物常在目前可













〔訳〕　「諟の天の明命を顧みる」について、古注に、 （ 「顧」とは） 「常に眼差しをそこにおいておく」というのが、とてもうまく解釈している。これは、ある一つの物が常に目の前にあって見えるということではなく、 の心を長く存するということにほかならず、この道理が光り輝
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
五二
いて暗くならないことを知るのである。静坐して物に接していない時は、この理はもとよりひっそりと清らかで明るく、また物事が起こって、それに応じている時も、この理は、やはり至 ところに現れるのである。常に覚醒させて省察し 一瞬も忘れないようにして、ながく存養しさえすれば、この理はますます明かになり、これを忘れようと思っても、忘れることができ く る。 『孟子』に、 「学問の道は 他でもなく、 この放心を求める みだ」というが、 「放心を求め 」とは、この（明徳の）心を常に存するというこ にほかならない。存養することが久しければ 自然に（聖賢の道に）信をもって向かい、堯舜になる もでき、聖賢（の道）も学ぶ ができ とは 菽
まめ
や粟が充分にあれば腹が一杯になり 布帛 充分にあれば暖かくなるよう（に明白）な のであるということがはっきりとわか 、自然と外的なものに負け いようになる。もし（この理 ）あるのかないのかはっきりしない状態であれば、どのよ 信じ ど よ にしっかりと行動することができようか。　
またおっしゃる。 「あらゆる書物に述べることは、人に放心を求め






與是、古今之字異。故變文爲是也。言先王毎有所行、必還迴視是天之明命。謂常目在之、言其想象如目前、終常敬奉天命 以承上天下地 神祇也。 」孔穎達の疏は、 「 「常に目するに之に在り」とは、 （ の明命）を目の前にあるように想像すること」としており、本条において朱子が「 （実際に）一つのものが常に目の前にあって見えるといっ いるのではない」という解釈と軌を一にする。
（２） 「長存此心」
　『中庸章句』第二七章「故君子尊德性而道問學、致
廣大而盡精微、極高明而道中庸。温故而知新、敦厚以崇禮。 」注「尊者、 恭敬奉持之意。德性者、 吾所受於天之正理。道、 由也。温、猶
温之温、謂故學之矣、復時習之也。敦、加厚也。尊德性、所









るい」 。 『語類』卷五、 七六条、程端蒙録（Ⅰ
94 ） 「心之全體、湛然









　「一瞬も忘れない」 。 『論語』 「爲政」 「子曰。吾十有
五而志于學」集注「古者、十五而入大學。心之所之謂之志。此所謂學、即大學之道也。志乎此、則念念在此而爲之不厭矣 」 『語類』卷二三、 一〇一条、李季札録（Ⅱ
557 ） 「十五志學一章、全在志于
學上、當思自家是 於 與否、學是學箇甚。如此存心念念不放、自然有所得也。 」 『論語』 「衞靈公」 「子張問行。子曰。言忠信 行篤敬、雖蠻貊之邦行矣。言不忠信、行不篤敬、雖州里行乎哉 立則見其參於前也。在輿則見其倚於衡也。夫然後行。 」集注「其者指忠信篤敬而言。參、讀如毋往參焉之參 言與我相參也。衡、軛也。言其於忠信篤敬念念不忘、隨其所在、常若有見、雖欲頃刻離之而不可得。 」 「念念」の語は 仏教語に由来し、本来「念」には、１、 「刹那」 、すなわち極めて短い時間 ２、心のわずかなはたらき、の二つの系統の意味がある。１ 意としては、例えば 『文殊師利問經』卷一「念念生滅者、一切諸行念念生、生者必滅 此謂一切諸法念念生滅」 （大正一四、 四九八下）などというものであり、２の意としては、智顗の「一念三千」 （一 に三千世間が具わっていること） すなわち『摩訶止觀』卷五「夫一心具十法界、
一法界又具十法界百法界、一界具三十種世間、百法界即具三千種世間、此三千在一念心」 （大正四六、 五四上）などがある。漢語として熟して用いられるようになると、両者の意味は結合していったようであり 例えば、北周の『無上秘要』卷五に、 「志學之士、當知人身之中、 自有 萬六千神。…日日存之、 時時相續、 念念不忘長生不死。不能長存、八節勿替。能念身神、康強無病」と見える。
（８） 「存養」
　『中庸章句』 「右第一章。子思述所傳之意以立言。首明
道之本原出於天而不可易、其實體備於己而不可離、次言存養省察之要、 終言聖神功化之極。 」 『孟子』 「盡心」上「孟子曰。盡其心者知其性也。知其性、則 天矣。存其心 養其性 所以事天也。 」
（９） 「信向」
　「信をもって心をよせる」 。 『語類』卷二〇、 四七条、林
夔孫録 （Ⅱ
454 ） 「 『或問』 謂朋來講習之樂爲樂。曰。不似伊川説得大。
蓋此箇道理天下所公共、 我獨曉之、 人曉不得、 也自悶人。若「有朋自遠方來」 、 則信向者衆、 故可樂。 」 『論衡』 「量知」 「是醫無方術以心意治病也、百姓安肯 嚮 而人君任用使之乎 」
（
１０） 「堯舜之可爲」























りしない。 『老子』第四一章「上士聞道 勤而行 中士聞道若存若亡。下士聞道、大笑之。不笑 足以爲道。 」 『語類』卷一八、 四六条、蕭佐録（Ⅱ
401 ） 「誠意不立、如何能格物。所謂立
誠意者、只是要著實下工夫 不要若存若亡。 」卷六一、 四三条 金
去僞録（Ⅳ
1468 ） 「問。可欲之謂善至聖而不可知之謂神。曰。善、











































かたち、 すがた、 様子。 卷一四、 一六条、 五五条に既出。 『南

























韓愈 『論語筆解』 「爲政」 「子曰。 吾五十而知天命。 （双
























国伝「顧、謂常目在之。 」 、 『大学章句』伝一章「大甲曰。顧諟天之明命。 」朱注「顧、謂常目在之也。 」
（２） 「如…相似」
　「ちょうど…のようだ」 の意。 『語類』 巻六、 一二七条、
曾祖道録（Ⅰ























〔訳〕 質問。 「 『目すること之に在り』とはどういうことでしょうか。 」先














都是先有這箇物事、 便是天當初分付底。既有這物事、 方始具是形以生、便有皮包裹在裏。若有這箇、無這皮殼、亦無所包裹。如草木之生、亦是有箇生意了、便會生出芽蘖、芽蘖出來、便有皮包裹著 而今儒者只是理會這 、要得順性命之理。佛 老也只是理會這箇物事。老氏便要常把住這氣、不肯與他散、便會長生久視。長生久視也未見得、只是做得到、也便未 死。佛氏也只是見箇物事、便放得下、所以死生禍福都不動。只是他去作弄了　
又曰。各正性命、保合太和、聖人於乾卦發此兩句、最好。人之所以























〔訳〕　「天の明命」の話が出た折に先生が仰った。 「これ（天の明命）は、気であって、多くの道理が中にあるんだ。人や物が生ずると、皆まずこれ（ 「天の明命」 ）を持っているが、それは天が最初に付与したものに他ならないのだ。まずこれ（ 「天の明命」 ）があって、それから始めてこの形を備えて生じ、 そして皮が（ を）中に包み込むのだ。もしこれがあって、 この外殻が無かったら、 包み込むこと できない。草木の生ずる際のことを言えば の場合もやはり、この生きようとする意志があれば、 若葉を生じさせることができ、 若葉が出て来たら、皮状のものが包み込んでしまうのだ。今の儒者はひ すらこれ（ 「天の明命」 ）に取り組み、性命の道理に従うようにしなければならない。仏教徒や道教徒 ひたすら れに取り組む。 （しかし）道教徒は の
「気」を守ろうとして、それを離散させないようにして、すぐに不老不死になれる、とする。不死 者など見た がないし たとえやり抜いたとしても、死なない、というだけのことだ。仏教徒もひ すらこれを認識しようとするが、 （彼らは認識した上で）すぐに放下してしまうので、それ故生死や吉凶に動ぜ れることがない、とする。しかし仏教徒は（ 「天の明命」を）いじくっているだけだ。　
また仰った。 「 『各おの性命を正し、 太和を保合す。 』 （ 『周易』 乾卦彖伝）
と言って、聖人が乾卦においてこの両句を提唱して るのは とても









あって、 「理」はその「気」としての「明命」の中にある、ということを説く。本条は、 「気」が「理」に先行するものとして説くよ にも思われるが、 『語類』全体を通じて、朱子の理気の先後に対する見解は必ずしも一定していない。 「気」が「理 に先行するように説くものとしては、 『語類』巻一、 六条 董銖録（Ⅰ2 ） 「天下未有無理之氣、亦未有無氣之理。氣以成形而理亦賦焉。 」が挙げられ、 「理」が先行するように説くも としては 巻一 九条、林
虁
孫録（Ⅰ
2 ） 「問理與氣。曰。有是理便有是氣。 」が挙げ
















立底天理、光明照耀、更無蔽障。顏子則是有一重皮了。但其他人則被這皮子包裹得厚、剝了一重又一重、不能得便見那裏面物事。 」なお心と性に関する以下の発言に照らせば 心は包裹するもの、性は包裹されるもの、ということになり、従って皮、皮殻（気）によって るものとは理を指すと考えられる。 『語類』 巻五六四条、黄義剛録（Ⅰ
91 ） 「曰。若以穀譬之、穀便是心、那爲粟、































散は死を意味する。 『荘子』外篇「知北游」 「人之生、氣之聚也。聚則爲生、散則爲死。 」 『語類』巻三、 一七条、湯泳録（Ⅰ
36 ） 「氣




解義』はこの部分を、 「也未見得、謂未見其長生者。 」と解釈するまた、 「長生久視」の語は、 『老子』五九章「早服謂之重積德 重積德則無不克、無不克 莫知其極 莫知其極、可以有國。有國之母、可以長久。是謂深根固柢、長生久視之道。 」に基づく。 「做得到」 はやり抜く 朱子の道教と仏教に対する批判は以下を参照。 『語類』卷一二六、 一六条、余大雅録（Ⅷ
3013 ） 「老氏只是要長生、節
病易見。釋氏於天理大本處見得些分數、然却認 己有 而以生爲寄。 」また朱子は 以下に引く用例に示されるように、いたずらに長く生き長らえることを、道理を体 することよりも価値の低いものと考えており、こ に「只是做得到 也便未會死」とする
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2074 ） 「伯恭凡百長厚、不肯非毀前輩、要出脫回護。 」
（２） 「人心惟危、 道心惟微」



































又日新。 」朱注「苟、誠也。湯以人之洗濯其心以去惡、如沐浴其身以去垢。故銘其盤、言誠能一日有 滌其舊染之汗而自新 則當因其已新者、而日日新之 又日新之、不可略有間斷也。 」
（２） 「入頭」
　
















































































































〔訳〕　「苟に日に新た」の「新」とは、旧来の染みついた汚れに対して言っている。 『日日新たに、又た日に新たに』とは、ただ、常にこのようにし 、途切れることが無いようにすることだ。 「新」と 旧」とは外面 向かって探っていくものではない。昨日「旧 であったものが、 今日 は 「新」 となるのだ。楊道夫は言った。 これはちょうど 『孟子』の『操れば則ち存し、 舍つれば則ち亡くす』の説が、 「存」と「亡」
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　『孟子』 「盡心」 上 「存其心、 養其性、 所以事天也。 」
朱注「存、謂操而不舍。 」
（８） 「説得來」







 失ってしまった良心。 『孟子』 「告子」上「學問之
道無他、求其放 而已矣。 」朱注は『孟子』 「告子 上 こ 部分の注にこの明道語を引く。
（
１１） 「反覆」








 『論語』 「憲問」 「子曰。不怨天、不尤人。下學而
























湯（の盤銘）には「日日に新た」 、 『尚書』 （ 「咸有一德」 ）には「終
始惟れ一、時れ乃ち日に新た」と言う。この意味は、常に持続して休むことがないようにしてこそ、 始めて「日に新た」だ、 ということだ。わずかでも途切れてしまえば、もうだめだ。 （湯の）盤銘は沐浴の意味を取っている。思うに早朝に沐浴してやっ 終わったばかりでも、晩には垢がまた生ずるのであり、だからいつも「日に新た」にせねばならないのだ。
 廖德明録
〔注〕（１） 「終始惟一、時乃日新」



































に『新たにする民を作す』と言います。 『日新』とは『明徳』のことですが、 今『日新』 『新たにする民を す』の上に属させています。その意は、 『民を新たにする』ということが必ず、自分が自ら新たにすることにあるということ 基づくこ を、丁寧に説いているのでしょうか。 」先生「その通りだ。荘子は『道を語りて其の序に非ざれば、










































　『大学章句』 伝二章 「康誥曰。作新民。 」 朱注 「鼓
之舞之之謂作。言振起其自新之民也。 」 「鼓之舞之」は『易』に本
づく。 『易』 「繋辞上」 「子曰。聖人立象以盡意、 …鼓之舞之以盡神。 」孔頴達疏「鼓之舞之以盡神者、 此一句總結立象盡意、 繫辭盡言之美。聖人立象以盡其意、繫辭則 其言 可以説化百姓之心、百姓之心自然樂順、若鼓舞然、而天下從之。 」
（２） 「擊鼓」 「踴躍」
　「踴躍」は躍り起こって、 勢いよく進むこと。 『詩









之所同然者、何也。謂理也 義也 聖人先得我心之所同然耳。故理義 悅我心、猶芻豢之悅我口。 」
（６） 「各有以興起其同然之善心、而不能已」
　「不能已」については以



































 「和…也…」で「…さえも」 「…すらも」 。 「和」

























































　『大学章句』 伝三章 「詩云。穆穆文王、 於緝熙敬止。












































ある人はいった。 「 『大学』 は 「止まるところを知る」 を要としますね。 」
（先生は）おっしゃった。 「例えば君であればすなわち仁に止まらなけ
ればならず、臣であればすなわち敬に止まらなければならず、子であればすなわち孝に止どまり、父であればすなわち慈に止まるのだ。もし学ぶべきところを知らなけ 、どうやってこのような境地に到達できるのだろうか。他でも無いこのようなところこそが、つまり「至善」というとこ なのだ。 」　
私、道夫は問うた。 「 「至善」というのは、過でも不及でもない、ち


















ちょうど良いところ。 『朱子語類考文解義』 「夾界上謂過不及兩間。不入於此、 則便入于彼。 如非不及、 則便入於過也。 夾謂兩邊相夾也。 」『朱子語類』での類義語としては、 「兩夾界處」 ・ 「夾界半路」がある。巻一二、 三四条、周謨録（
I203 ） 「學者之於善惡、亦要於兩夹
界處攔截分曉、 勿使纎惡間絶善端。 」巻二七 四九条、 陳淳録（
II681 ）





　「依違」とは、 或いは依り或いは違う、 つまり意見 ・












































〔注〕（１） 「坐如尸」 、 「立如齊」
　『礼記』 「曲礼」上「坐如尸、立如齊」 。孔
























































（２） 「 云。究其精微之蘊、 而又推類以通其餘」
　『大学章句』 伝三章 「詩









































問うた。 「 「 （骨や角を）切るように、擦るように」というのは、学








瑟兮僩兮、 赫兮喧兮。有斐君子、 終不可諠兮。如切如磋者、 道學也。如琢如磨者、自脩也。 」朱注「切以刀鋸、琢以椎鑿、皆裁物使成形質也。磋以鑢
、磨以沙石、皆治物使其滑澤也。治骨角者、既
































































ように、のみで打つように磨きをかけるように だけだ。切るかのようにすればそれでも善とはいえるが、さらに擦らなければならず、それでこそ至善なのだ。のみで打つかのようにすればそれで善といえるが、さらに磨きをかけねばならず、それでこそ至善なのだ。この一章の趣旨は、ただ如何にして至善に止まるかの工夫を説くところだけにあり、 下の 「誼
わす
れられない」 という文言に持っていこうとするのだ。 「崇























































魏元壽が 「切磋琢磨」 の説についてたずねた。 （先生は） おっしゃった。
















































































































































































とあって、 「瑟」は「嚴密」とし、 「僴」のほうを「武毅」とする。また 「恂慄、 戰懼之貌」 については、 続く 『章句』 に 恂慄、 戰懼也。 」とする。
（２） 「齋莊」
　「齋莊」は厳粛につつしむさま。 『史記』卷六「秦始皇

















に作る。 『莊子』 「齊物論」 「民濕寢則腰疾偏死、鰌然乎哉。木處則惴慄恂懼、猨猴然乎哉。三者孰知正處。 」この「恂」の字を、朱子ははじめ『論語』鄕黨の「孔子於鄕黨恂恂如也」の「恂」 （同所集注「信實貌」 ）と同じと考えていたが、のち鄭玄が「峻」とする（ 『禮記』 「大学」鄭注「恂字或作峻、讀如嚴峻之峻、言其容貌嚴栗也」 ）のに従ったのは、この『莊子』の「木 則惴慄恂懼」を読んでそのように考えた、としている。 『語類』卷一七、 五七条、楊道夫録（Ⅱ
388 ） 「且如恂字、鄭氏讀爲峻、某始者言此只是恂恂































可畏也、儀可象也。引詩而釋之、以明明明徳者之止於至善、道學自脩、言其所以得之之由。恂慄威儀、言其徳容表裏之盛。 」 『書經』「顧命」 「思夫人自亂于威儀」集傳「威者有威可畏、儀者有儀可象、舉一身之則而言也。蓋人受天地之中以生 是以有動作威儀之則。成王思夫人 所以爲人者自治於威儀耳也。 」
（３） 「輝光」
　『周易』 「大畜」 「彖曰。大畜、 剛健篤實輝光、 日新其德。 」
（４） 「古人言語精密」
　『朱文公文集』續集卷二「答蔡季通」 「古人文
字精密如此、而後人讀 鹵莽如此 甚可歎也。 」
（５） 「條理」
　『孟子』 「萬章」下「孔子之謂集大成 集大成也者、金

















































氏傳』昭公元年「劉子曰。美哉禹功、明德遠矣。微禹、吾其魚乎。吾與子弁冕端委、以治民臨諸侯、禹之力也。子盍亦遠績 功、而大庇民乎。 」正義「遠績禹功者、 勸之爲大功、 使遠及後世 若大禹也謂勸武何不遠慕大禹之績、而立大功以庇民也。 」
（３） 「盛德」
　『大學章句』傳三章「盛徳至善、 民之不能忘也。 」 『周易』
繋辭上傳「日新之謂盛德。 」
（４） 「後人」
　『尚書』 「君奭」 「我不以後人迷。 」正義「我不用使後世
人迷惑、故欲教之也。 」
（５） 「賢賢」
　『論語』 「學而」 「子夏曰。賢賢易色。 」
（６） 「親親」







周頌 「思文」 「思文后稷、 克配彼天。 」 同詩末句鄭箋 「書



















































































































　『禮記』 「檀弓」 下 「成人有其兄死而不爲衰者、































































































おり、天下の物には必ず理が具わっている。 」 （ 『大学章句』伝五章）と有ります。恐らく、明徳を明らかにすればそれが性だ、ということでしょうか。 」先生「そういうことではない。心と性とには自ずと区別がある。霊なるもの（＝虚霊）が心であり、実な もの（＝実理）が性である。霊とは、か 知覚する主体である。たとえば父母に対しては、かの孝が生ずる、主君に対して 、かの忠が生ずる、という場合、その生じてく ものが性だ たとえば親に事えるには孝であるべし、君に事えるには忠であるべしと認識する場合 そ 認識する主体が心だ。張子は「心は性情を統ぶ ものなり。 」と言った。この命題は極めて精密である。 」　
翌日、圻父は（同じ話題に）再び言及した。先生「性とは、かの理
に他ならない。心とは （理をその中に）収蔵 搭載し、 （理を）あまねく作用させ発現させるものだ。 」　「表裏精粗、到らないところはない。 」 （ 『大学章句』伝五章）についてお尋ねした。先生「表とは、 外面的な取り組むべき事柄だ。裏とは、自己の身における、極めて親身で極めて切実、極めて隠奧で極めて深
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だろうか。 」明明徳の営みによって気稟物欲を払拭すれば 天命の性を回復し得るはずだ、というのが質問者の発言の趣旨であろう。同方向の内容を示す資料を挙げておく。巻一四、 一一五条湯泳録「明徳、是我得之於天、而方寸中光明底物事 統而 之、仁義禮智。以其發見而言之、 如惻隱 ・ 羞惡之類。以其見 實用言之











　『語類』 巻五、 二三条、 陳淳録 （Ⅰ
85 ） 「問。靈處是心、
抑是性。曰。靈處只是心、不是性。性只是理。 」同、二七条 甘節録（Ⅰ
85 ） 「所覺者、心之理也。能覺者、氣之靈也。 」同、二八
条、甘節録（Ⅰ
85 ） 「心者、氣之精爽。 」同、二九条、呂燾録（Ⅰ
85 ） 「心官至靈、藏往知來。 」
（６） 「實底是性」
 『語類』 巻四、 三九条 黄膀録 （Ⅰ
64 ） 「蓋性中所有道理、
只是仁義禮智、 便是實理。吾儒以性爲實、 釋氏以 爲空。 」同 巻五、一四条、廖徳明録（Ⅰ







































則道亦從之矣。心者性之郛廓也、心傷則性亦從之矣。身者心 區宇也、 身傷則 亦從之矣。物者身之舟車也、 物傷則身亦從之矣 『語類』巻四 三九条、 黄
録（Ⅰ
64 ） 「又曰。邵堯夫説、 性者道之形體、
心者性之郛郭。此説甚好。蓋道無形體、只性便是道之形體。然若























骨肉に徹する、 骨身にしみる。 「貼」 は、 張り付く、























 『語類』巻一四、 六五条（記録者名欠） 「或問。明德便是仁義禮智之性否。曰。便是。 」
　
②
 同、巻一四、 一一五条、湯泳録「明徳、是我得之於天 而方寸中光明底物事。統而言之、仁義禮智。以其發見而言之、如惻隱・羞惡之類。 」 （注（３）既引）
　
③
 同、 巻五、 四四条、 余大雅録（Ⅰ
88 ） 「 （朱熹）曰。 「…明德合是心、
合是性。 」曰 「性却實 以感應虛明言之、 則心之意亦多。 」 （朱熹）曰。 「此兩箇、 說著一箇、 則一箇隨到、 元不可相離、 亦自難與分別。捨心則無以見 、捨性又無以見心。…」
　
④




に②に対する訳注において、三浦國雄氏も、 「明徳は性に置換される」云々との解説を施しておられる（ 『 「朱子語類」抄』頁一八一） 。　
一方③は、 「明徳 性よりもむしろ心と見なすべきではないか」と
いう趣旨の門人 発言が、 必ずしも否定されていない。 そして④は、 「虛靈不昧之心」云々の表現と明徳に対する朱熹の概念規定（ 『大学章句』経、朱注「明德者、人之所得乎天 而虚靈不昧 以具衆理而應萬事者也。 」 ）とを照合すれば、明徳 心と見な 朱熹の立場が看取される。　
本条でも、 「靈底是心、 實底是性」という朱熹の発言から判断 れば、
「明徳（＝虚霊不昧）は心である」とする立場を読み取っておくべきだろう。　
なお朝鮮の朱子学者韓元震（一六八二～一七五〇）の『朱子言論同
異攷』巻二「心性情」にこの点に関する記述があるので以下 引いておく（ソウル大学校奎章閣蔵本 括弧内は引用者 よ 補足） 。　
大學明德註曰。虚靈不昧、 以具衆理而應萬事 （ 『大学章句』 経、 朱注） 。







　『大学章句』伝五章には「衆物之表裏精粗」とあり、後出の五四条には「理之表裏精粗」 「理固自有表裏精粗」との表現が見えるが、いずれも同趣旨。物に内在する の二側面、即ち「所当然之則」と「所以然之故」とを、それぞれ「表・粗」と「裏・ 」で表現したもの。　『大学或問』 「至於天下之物、則必各有所以然 故與其所當然之則。所謂理也。人莫不知、 而或不能使其精粗隱顯、 究極無餘、 則理所未窮。 」　『大学或問』 「自其一物之中、莫不有以見其所當然而不容已、與其所以然而不可易者。必其表裏精粗、無所不盡、而 益推其類以通之。至於一日脫然而貫通焉、則於天下之物 皆有以究 義理精微之所 而吾之聰明睿智、亦皆有以極其心之本體而無不盡矣。　「所当然之則」とは、例えば「親に事えるには孝であるべし」 「兄に事えるには悌であるべし」がこれに当たり、 所以然之故」とは 親に事えるには何故に孝であるべきか」 「兄に事えるには何故に悌であるべきか」 がこれに当た 。 『語類』 巻一八、 九三条、 周謨録 （Ⅱ
414 ） 「問。
或問。物有當然之則、亦必有所以 之故、如何。曰。如事親當孝、事兄當弟之類、 便是當然之則。然事親如何却須要孝 從兄如何却須要弟、此即所以然 故。 」 『語類』巻一八、 九四条、輔広録（Ⅱ
414 ） 「或問。莫不有以見其所當
然而不容已、與其所以然而不可易者。先生問。每常如何看。廣曰。所












因みに後出の五六条には 「表者、 如父慈子孝。 」 とあり、 五五条には 「須





































めて邪悪に陥ることを防ぐ）というところにまで至 、というたぐいのことでしょう 。 」　
先生「君が挙げているのは外面的な事柄（＝表・粗に属する事柄）
に過ぎない。是非とも表裏全てにわたってそうあるべきなのだ。仮に大きなもの（大綱）の方はできていても小さなもの（個別の道理）の方に遺漏があるとすれば、それもだめだ。小さなもの 方は ていても大きなものの方に遺漏があるとすれば、それは一番だめだ。是非とも（表裏 わたって）毛筋ばかりの欠落もない、ということ あって、それでこそよいのだ。　
例えば陸子靜は「良知良能」を説き、 「四端は心に根ざす」と説く。


















使學者即凡天下之物、 莫不因其已知之理而益窮之、 以求至乎其極。 」
（２） 「定省之孝」
　『礼記』 「曲礼」上「凡爲人子之禮、冬溫而夏淸、
昏定而晨省。 」鄭玄注「安 定其牀衽也。省、問其安否何如。 」
（３） 「色難」
　『論語』 「為政」 「子夏問孝。子曰。色難。有事、 弟子服其勞。
有酒食、 先生饌。曾是以爲孝乎。 」 朱注 「食音嗣。色難、 謂事親之際、惟色爲難也。食、飯也。先生、父兄也。饌、飲食之 曾 猶嘗也。蓋孝子之有深愛者、 必有和氣。有和氣者 必有愉色 有愉色者、必有婉容。故事親之際、 惟色爲難耳。服勞奉養 未足爲孝也。舊説、承順父母之色爲難、亦通。 」
（４） 「養志」
 『孟子』 「離婁」上「孟子曰。事孰爲大。事親爲大。…
曾子養曾皙、 必有酒肉。將徹、 必請所與。問有餘、 必曰有。曾皙死、曾元養曾子、必有酒肉。將徹、不請所與。問有餘、曰亡矣、將以復進也。 此所謂養口體者也。 若曾子、 則可謂養志也。 事親若曾子者、可也。 」朱注「曾晳、 名點、 曾子父也。曾元、 曾子子也。曾子養其父每食必有酒肉。食畢將徹去、必請於父曰 此餘者與誰。或父問此物尚有餘否、必曰有。恐親意更欲與人 曾元不請所 。雖有言無。其意、 將以 於親、 不欲其與人也 此但能養父母之口體而已曾子則能承順父母之志而不忍傷之也。 」
（５） 「事君之忠」
　『論語』 「八佾」 「定公問。君使臣、 臣事君、 如之何。























朱熹は、 「陸九淵は自己の内面・涵養のみを重視し外面・省察を軽視する」 専ら生知安行のみに立脚して学知以下を無視する」「門人に読書させない」 「陸九淵門下は窮理に取り組まない」等と批判している。いずれも『語類』巻一二四。二七条 湯泳録（Ⅷ2974 ） 「聖賢之教、 無内外本末上下。今子静、 却要理會内、 不管外面。 」
二八条、 滕璘録（Ⅷ

















 淳熈二年 （一一七五） 、 鵝湖寺 （江南東路信州鉛山県）








乾知大始、 坤作成物。乾以易知、 坤以簡能。 」朱熹『周易本義』 「知猶主也。…乾 健而動、即其所知便能始物、而无所難、故爲以易而知大始。坤、順而靜、凡其所能皆從乎陽而不自作、故 以 而能成物。 」
（
１４） 「乾是至健之物」云々
　『易経』 「説卦伝」 「乾、 健也。坤、 順也。 」


















易知則有親、易從則有功。有親則可久、有功則可大。可久則賢人之德、可大則賢人之業。易簡而天下 得矣。 」朱熹『周易本義』「人之所爲、如乾之易、則其心明白而人易知。如坤之簡、則其事要約而人易從。 易知則與 同心者多、 故有親。 易從則與之協力者衆、故有功。有親則一於内、故 。有功則兼於外、故可大。德謂得於己者。 業謂成於事者。 上言乾坤之德不同、 此言人法乾坤之道至此、則可以爲賢矣。 」
（
１８） 「 久者、 日新 不已」 「可大者 富 無疆
　『易経』 「繫辞上伝」














































く箇所に、 「其の已に知るの理に因りて益々これを窮む」とあります。そもそも経文に「物格りて后に 至る」とあるからには、 「知至る」は（ 「物格る」よりも）後に位置を占めることになるはずです。ところが今、 「其の已 知るの理に因りて益々これを窮む」と言えば、 （ 「致知」が）格物よりも前に位置を占めることになってしまいます。 」　
先生「知が（格物に）先だつということも、当然に有るのだ。わず
かにでも（格物に）取り組 うとしたならば、それはつまりこの知が萌芽発現しているということな だ。もしもぼんや して全く（格物の実践に）向かおうとしないのであれば、それはつまり の端緒が全く現出していないとい こ だ。わずかにでも （格物 取 組もうと）思うならば、それはつまり、知の核となる部分が現れ出てい ということなのだ。たとえば何事かをやり損なった場合、やり損 ったと気
づいた途端、既にしてよりよい方法を目指すものなのであって、やり損なって初めて「知」に取り組む、というわけではない だ（＝ことさらに取り組むまでもなく、知は自ずとたちはたらいている） 。　（伝五章に話を戻せば） 今はただ、 是非ともその端
とっかかり























其他懵然無知。 」 「不向著」の「著」は、 動作の持続をあらわす助字。
（５） 「知之端」




















































〔訳〕　（先生がおっしゃった） 「致知とは、理が物にあって、吾が知を推しきわめてその理を知ることである。知至るとは、理が物にあって 吾が心の知が（窮理の結果）その極致を得ることである。 」　ある者がお尋ねした。 「 （伝五章に） 「理の表裏精粗にわたって尽く
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九八
さないところはなく、吾が心における分別取舍には適切でないものはない。 」とあります。既に一個の定理がある以上、どうしてその上、更に表裏精粗が るのでしょうか。 」　
先生「理には本より表裏精粗が有り、人の（理に対する）認識にも




















『大学章句』序は淳煕十六年己酉（一一八九、朱熹六十歳）二月甲子の紀年を持つが、周知の通り朱熹は死の直前に至まで『大学章句』の改訂に取り組み続けた（王懋竑『朱子年譜』慶元六年庚申、七十一歳「三月辛酉、改大學誠意章。甲子、先生卒。 」 ） 。今日に伝わる『四書集注』の源流を為すのは淳祐系統本（淳祐年間＝一二四一～一二五二の刊本、及びその系統のテキスト）と興国本（当時、興国軍治下で刊行されたテキスト） 二本であるが、そのいずれもが晩年絶筆に近いテキストと考えられている。因みに呉志忠校訂本（台湾芸文印書館印行本、中華書局新編諸子集成本、等）は淳祐系統本を、四書大全本は興国本を それぞ 底とする（以上、 『四書集注』のテキスト問題については 佐野公治『四書学史の研究』第四章の一「章句集注 について」を参照、創文社、一九八八年） 。
　　
因みに今日の通行本と 異同を示す上記諸資料に関して、陳淳の所聞は紹熙元年庚戌（一一九〇）及び慶元五年己未（一一九九）葉賀孫所聞は紹熙二年辛亥 一九二） 以降 （師事期間は全四次そして「答周舜弼」第一〇書は慶元三年丁巳 一一九七）に
繫
年












其用鑒照而不遺。此二句是説心、説德。 」云々の末尾に「按注是舊本」との黎靖徳校語が有り これも草稿段階の『大学章句』の一端を示す資料である。 『大学章句』の異同に関しては、吉原文昭『南宋学研究』所収「大学章句研究――そ 改訂 跡附 中心として」を参照（研文社、二〇〇二年） 。
（４） 「既有箇定理」
　『大学或問』 「知止云者、 物格知至、 而於天下之事、
皆有以知其至善之所在。是則吾所當止之地也。能知所止 則方寸之間、事事物物皆有定理矣 」
（５） 「理固自有表裏精粗」
　「固自」は、 もともと、 もとより。 「本自（も












































































 「玄妙」 は 『老子』 第一章 「玄之又玄、 衆妙之門。 」
等に典拠を持つ語。 「談玄説妙」とは、 「玄妙」に関する以下の用例に徴すれば、眼前の日常卑近な事柄や六経に記された聖賢の言語を差し置いて 新奇高遠を追求する態度を指す。 『語類』巻一〇一、 七六条、 董銖録（Ⅶ




備悉雅意。聖賢見成事迹、一 可考而行。今日之來、若捨六經之外、求所謂玄妙之說、則無之。近世儒者 不將聖賢言語爲切己之事、 必於上面求新奇可喜之論、 屈曲纏繞 詭秘變怪。不知聖賢之心、本不如此。 」同、巻一一八 四八条 訓周明作（Ⅶ
2850 ） 「據某看、
學問之道、 只是眼前日用底、 便是。初 深遠玄妙 」 なお 「談玄説妙」
に類似する表現として、 「説高説妙」 （ 『語類』巻八、 八九条、 廖謙録、Ⅰ
140 ） 、 「説玄説妙」 （巻一〇一、 二〇条、呉必大録、Ⅶ
2559 ） 、 「談
虛説妙」 （巻一二一、 二九条 廖謙録、Ⅷ





引黄灝（字商伯）語「豈非學者不能居敬以持養、格物以致知、專務反求於心、 迫急危殆、 無科級依據 或流入於異端。 」なお「異端」は、 『論語』 「為政」 「子曰。攻乎異端、斯害也已。 」等。 」






















ところである。裏とは、自己の心において独り、体得しているところである。表とは、例えば父は慈、子は孝の類であって、たとえ九夷八蛮（＝野蛮な異民族）であっても、それらの道理から逸脱することはできない。裏とは、この上なく隠微（＝心 深奥に関わる事柄） 、の上なく親切 （身近で切実） にして、 切実重要なところに他ならない。 」　
そこで子思の語を挙げて言われた。 「 （道について）その大きいこと















不假人力之爲而莫不各有當然不易之理、所謂道也。是乃天下人物之所共由」 『中庸章句』 朱注 「大本者、 天命之性、 天下之理皆由此出、道之體也。達道者、 循性之謂、 天下古今 所共由、 之用也。 」 『中庸或問』 「以其古今人物之所共由、故曰天下 達道。 」
（２） 「吾心之所獨得」
　
下文において 「至隱至微」 「莫見乎隱、 莫顯乎微」












　『書経』周書「旅獒」 「惟克商、 遂通道于九夷八蠻。 」
孔安国伝「四夷慕化、貢其方賄。九八、言非一、皆通道路、無遠不服。 」 『論語』 「衛霊公」 「子張問行。子曰。言忠信、行篤敬、雖蠻貊之邦行矣。言不忠信、行不篤敬、雖州里行乎哉。 」
（５） 「語大」云々
　『中庸章句』一二章「君子之道、費而隠。…故君
子、語大、天下莫能載焉、 小 天下莫能破焉。 」朱注「君子之道、…其大無外、其小無内、可謂費矣。然其理之所以然、則隠而莫之見也。 」
（６） 「莫見乎隱」
　『中庸章句』第一章「莫見乎隠、莫顯乎微、故君子
慎其獨也。 」朱注「隠 暗處也。微、細事也。獨者、人所不知而己所獨知之地也。言幽暗之中、細微之事 跡雖未形、而幾則已動。人雖不知而己 知之、則是天下之事 無有著見明顯而過於此者。是以君子既常戒懼、而於此尤加謹焉。所以遏人欲於将萌、而不使其潛滋暗長於隠微之中 以至離道之遠也。 」
（７） 「終食之頃」











































あるが、ここでは「禮」と「裏」の音通が意識されていた可能性がある。因みに「禮」は上声八薺、 理」 「履」 「裏」はともに上声四紙（ともに平水韻） 。
（５） 「逼向身己上」
　「逼向」は、迫り向かう。 「逼向身己上」とは、
我が身に肉薄接近するとの意。五一条に「裏便是就自家身上至親至切、至隱至密、貼骨貼肉處。 」とあるように、自己 骨肉骨髄に徹する如くに親切切実に取り組め、 いうこと。
（６） 「子升云」
　
子升は未詳。巻一四、 一四六条、 銭木之録 （Ⅰ
276 ） と同、
一六三条、 銭木之録 （Ⅰ
280 ） はいずれも 「子升問」 で始まっており、
かつ朝鮮古写本は両条とも 「子升」 を 「子升兄」 作っているので、子升は錢木之（字子山）の兄、もしくは同族同輩行の人物である可能性もある。
　
　　　　
『朱子語類』巻一六（
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